
＜資料 A＞ 

現場記録用紙  【⑥現場対応補助】 【⑨連絡・記録】 

 月  日（   ） 児童名【          男・女 】   記録者【           】 

    発生場所【         】  

 

時刻 反応・意識レベル 記録（出血/全身状態など） 

（例） 9：25 反応なし 呼びかけに応じない 
：   
：   
：   
：   
：   
：   
：   
：   
：   
：   
：   
：   
：   
：   
：   
：   

 
＜MEMO> 
 

 

 

 
＜状況＞ 

 
【救急車要請】 

 
： 
 【AED使用】 

 
①  ： 
 

【保護者への連絡】 

 
： 
 【搬送先】 

 
【      】 
 

②  ： 
  
③  ： 
 ④  ： 
 ⑤  ： 
 

【救急車同乗者】 

 
【      】 
 



＜資料 B＞ 

児童聴き取り用紙  【⑦児童対応】 

 月  日（   ） 児童名【          男・女 】   記録者【           】 

    発生場所【         】  

どんな様子だったか 原因につながること 
  

 

聴き取った児童 様子 

年  組 【           】 

年  組 【           】 

年  組 【           】 

 

 
＜状況＞ 



＜資料 C＞ 

 全校放送例 【⑩本部】 
チャイムを２回鳴らして（通常１回） 
「学年主任の先生方、お伝えしたいことがあります。職員室へお戻りください。教室にいる児童のみさんは、教
室のカーテンを閉め、しずかに待ちましょう。運動場にいる児童のみなさんは、教室へ戻りましょう」 
 

 保護者への連絡例 【⑧保護者対応】 
「□□□さんのお母さんの携帯電話ですか。〇〇小学校の△△です。担任に代わってご連絡しています。」  
※わかっている事実のみを的確に。いつ、どこで何をしてどうなった。現場の対応の説明。  
「例：落ち着いて聞いてください。2 校時後の休憩時間に、総合遊具で遊んでいて、○○さんが遊具の 3 段
目から頭から落ちました。現在こちらの呼びかけに反応がなく、救急車を要請しています。また、教員が AED
も使っています。」  
※保護者は、取り乱していろいろと質問してくるが、わかっている事のみを伝える。「大丈夫です。」は禁句。  
「かかりつけ医を教えてください。既往症などはありますか。」  
※搬送先は、必要な処置内容やその時の医療現場の状況で受け入れ可能な病院が決まるが、既往症などの
関係で搬送先に配慮してもらえることがある。  
「お母さん、学校に来ていただけますか。どれくらいかかられますか。可能あれば、保険証・医療受給者証をお
持ちください。」  
※保護者が出先の場合、保険証等は取りに帰っていただく必要はない。  
「また、この携帯電話は、学校からの連絡が受けられるようにいつでもつながるようにしておいてください。詳し
い情報が入りましたら、この携帯電話にご連絡させていただきます。」  
（伝達）「△△、保護者連絡しました。〇〇〇〇さんのお母さんは、（  ）分くらいで学校に到着されるそ
うです。かかりつけ医は、▲▲▲病院だそうです。」  

 

 救急車要請例 【④救急車対応】 
火事ですか？救急ですか？ 
「救急です」 
住所か場所を教えてください。 
「○○市〇〇町〇番地、○○小学校です」 
誰がどうされましたか？ 
「６年生男子児童の胸にボールがあたり、反応がありません」「東門から入ってください」 



＜資料 D＞ 
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